
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 土      ①10:30～　②14:00～
2 日

3 月 休館日 休館日
4 火 休館日
5 水

6 木

7 金

8 土 　　　 　　　　　　　    きのこの子       ①10:30～　②14:30～
9 日

10 月 休館日 休館日
11 火 休館日
12 水

13 木

14 金

15 土 　　　　　　　 　　　
16 日

17 月 休館日 休館日
18 火 休館日
19 水 　　　
20 木

21 金

22 土 　　　おひさまの会 　　 　もこもこ
23 日 　　  
24 月 休館日 休館日
25 火 休館日
26 水

27 木

28 金

29 土 　　　　　　　 　　　
30 日

31 月 休館日 休館日

　昭和のスクリーンを彩った人たち 　夏がやってきた！ 　戦争を考える

館内整理日

特設

みやこ町図書館だより
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2016年度 数字で見る図書館

☆ギャラリー

『藤本勁 写真展』

7月3日(月)

～7月29日(土）

★講座

『丸ちゃんの

わらべうた講座』

7月13日（木）

10:30～

★2016年度の図書購入予算額は

12,000,000円です。

★図書は１年間に

7,438冊購入しました。

蔵書数

たくさんのご利用ありがと

うございます。これからも、

よろしくお願いします。

220,633 点
※全館の個人貸出の合計です

個人貸出数

301,342 点
※全館合計

★夏休みチャ

レンジ教室

『おもちゃが飛

び出す入浴剤

をつくろう』

7月23日（日）

13:30～



～小説～ 

■『九州の魅力的なキャンプ場』 南英作(共著) 九

州人 ■『10 分でわかる得する年金のもらい方』 

田中章二(著) WAVE 出版 ■『ようこそ、認知症カ

フェへ』 武地一(著) ミネルヴァ書房 ■『戦国武

将の辞世』 加藤廣(著) 朝日新聞出版 ■『シニア

の面白脳トレーニング 222』 脳トレーニング研究

会(編) 黎明書房 ■『肺炎がいやなら、のどを鍛え

なさい』 西山耕一郎(著) 飛鳥新社 ■『のっけパ

スタ』 塩田ノア(著) 講談社 ■『調理科学のな

ぜ？』 松本仲子(監修) 朝日新聞出版 ■『消しゴ

ムでかんたん版画』 山田泰幸(著) マール社 

～その他～ 

 

『毒殺魔』 

若一 光司(著) 幻冬舎(2016) 
 

       次々に起こる毒殺事件の犯人

とは？なぜ、犯行は行われた

のか？ 

真相が明かされた時、驚愕の

ラストが待ち受けていた。

[Ｉ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

■『かがみの孤城』 辻村深月(著) ポプラ社 ■『凄

腕』 永瀬隼介(著) 文藝春秋 ■『孤道』 内田康夫(著) 

毎日新聞出版 ■『龍が哭く』 秋山香乃(著) PHP 研

究所 ■『フォークロアの鍵』 川瀬七緒(著) 講談社 

■『ぷろぼの』 楡周平(著) 文藝春秋 ■『猫の傀儡』 

西條奈加(著) 光文社  ■『決戦！新選組』 葉室麟(他

著 ) 講談社 ■『自閉症のうた』  東田直樹 (著) 

KADOKAWA ■『疑薬』 鏑木蓮(著) 講談社 ■『ア

ンカー』 今野敏(著) 集英社 ■『笑う執行人』 久間

十義(著)  KADOKAWA ■『図書館は逃走中』 デイ

ヴィッド・ホワイトハウス(著) 早川書房  

 

新 着 資 料 案 内 

図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『死体格差』 西尾 元（著） 双葉社（2017） 

        必ず訪れる「死」。貧困・孤独・ 

       老いなどの格差によって、予想しな

っかた「死」を迎えることになる。

この本の中で、著者が解剖台の上の

亡くなった方々の声を語ってくれ

ている。この機会に、自分の「死」

も考えてみようと思う。[台] 

 

『たとえ明日、世界が滅びても今日、 

僕はリンゴの木を植える』  

瀧森 古都(著) ＳＢクリエイティブ(2017) 

     世間の片隅で、それぞれに暗く悲しい過

去を背負い、孤独に生きる人々。運命の

ふしぎな糸で結びついていた人たちは、

それぞれの未来を力強く歩み始める。

[和] 

『あなたのゼイ肉、落とします』 

垣谷 美雨(著) 双葉社(2016) 

 夏といえば・・・。「ダイエット」というあなた

におすすめです。年齢も太った原因も様々な４人

が、ダイエット本の著者である大庭小萬里さんの

個別指導を受けることで、心のゼイ肉までも落ち

ていきます。読み終えると、心がスッキリ軽くな

りますよ。［ま］ 

 

『王妃たちの最期の日々 上・下』 

  ジャン=クリストフ・ビュイッソン(他編) 

原書房(2017) 

世界史に大きな影響をあたえた女王や王妃た

ちのさまざまな人生を解き明かしながら、最期

の日々を史実に基づいて描いている。 

悲劇的な最期を迎えた王妃たちは堂々 

と死に臨んだ…。   ［はりねずみ］ 

 

 

 

『緑の使者の伝説』(上・下) 

クリステン・ブリテン（著） 

早川書房 （2012） 

 問題を起こし、寄宿学校を飛び 

出したカリガン。父親の元へ向か 

う途中の森の中で、背中に矢を受 

けた瀕死の青年と出会う。彼から王への密書を

託されたが、次々と追手が迫る。勝気な少女の

活躍を描く王道ファンタジー。 ［Ｍａ］ 

http://1.bp.blogspot.com/-wFERuEGUrfs/UxbLsBE3p2I/AAAAAAAAeCw/JF4ZetwHing/s800/sweets_chocolate_cake_sachertorte.png
http://www.irasutoya.com/2013/09/blog-post_9.html



